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学位論文内容の要旨

  ヒラメ科魚類Paralichthyidae (sensu Amaoka，1969; Ahlstrom et al.,

1984; Hensley and Ahlstrom，1984)はカレイ目・カレイ亜目に属し、お

もに熱帯から温帯沿岸域に広く分布する底棲魚類である。本科には約

16属85種が知られ(Nelson，1994)、産業重要種も多い。ヒラメ科は、

通常体側の左側に両眼があること、腹鰭基底長が左右ともに短いこ

と、肉間骨群を持たないことなどで特徴づけられる。しかし、これら

は原始的または進化的な意義が不明な形質であり、ヒラヌ科の単系統

性を示すものではない。また、カレイ亜目内における系統的な位置も

不明である。このような状況のもと、本研究は、ヒラヌ科魚類の単系

統性を検証すること、ヒラメ科魚類のカレイ亜目内tごおける系統的な

位置および属間関係を推定すること、および得られた系統関係と整合

する分類体系を提唱することを目的に行われた。

  系統の推定は分岐分類学的手法(Hennig，1966)により、形質の極性

は外群比較法で決定した。ヒラヌ科魚類全体を包含する単系統群であ

ると考えられるカレイ亜目を内群、ポウズガレイ亜目を外群とした。

材料として、カレイ目魚類51種を、骨格系・筋肉系などの比較形態学

的な観察に用いた。得られた142形質をPAUP ver. 3.Os (Swofford，



1991)を用いて系統解析を行った。またACCTRAN（変換促進）で形質

を最適化した。

  系統解析の結果、6本の最節約樹(TL=654，CI=0.397，RI=0.714)が

選 ばれ た。 そ の厳 密合 意 樹をFig.1に 示す。これより、 ヒラヌ科

Paralichthyidaeは単系統群ではないと結論された。しかし、ヒラメ科

はダルマガレイ科Bothidae（クレードT)とあわせて、鰓弓内側に鰓

耙を持たないことなど3形質で支持される単系統群（クレードJ）を形

成する。

  次に、クレ亠ドJ（ヒラヌ科十ダルマガレイ科）のカレイ亜目内にお

ける系統的位置に関しては、この単系統群は姉妹群のカレイ科「ク

レードI）と無眼側の鼻骨が小さいことなど7形質を共有し、クレード

Hを構成する。クレードHはその姉妹群のScophthalmidae（クレード

G)と 第1と 第2、 第3と 第4下尾 骨がそれぞれ癒合す るなど8個 の共

有派生形質 でクレードFに統合される。クレードFの姉妹群fクレー

ドE)はカワラガレイ科、Rhombosoleidae、Achiropsettidae、べ口ガレ

イ科、Achiridae、ササウシノシ夕科およびウシノシ夕科の7科を含

み、第1神経弓門が不完全であることなど13形質で支持される。ク

レードEおよびFから成るクレード。Dは背鰭・臀鰭にstayを持たな

いなど16形質で支持され、シナピラヌTephrinectes（クレードC）と

姉妹群である。クレードB（クレードD十Tephrinectes)は腹鰭棘がな

いことなど13形質を共有し、コケビラヌ科（クレードA)とともに、

カレイ亜目を構成する。

  そして、クレードJ（ヒラヌ科十ダルマガレイ科）内の属間関係につ

いては、この単系統群内に4つの主要なクレードJl (Paralichthys)、J2

(Ancylopsetta)、J3 (Xystreurys十Verecundum)およびJ4が見い出された

が、これらの間の関係は特定できなかった。クレードJ4内では、ダ

ル マガ レイ 科 （ク レー ド T)に最も近緑で あるのはヒラメ科 の4属

(Citharichthys，Etropus，CyclopsettaおよびSyacium)カミ形成するクレーー



ド Qで あ り 、 ク レ ー・ ド O(Pseudorhombus十Tarphops)、Hippoglossina、

およびLiogLossinaの順でこれに次く゛。

  従 来 の ヒラ ヌ 科 Paralichthyidaeは 側系 統 群 で あ る の で 、 こ れ を 分類

群 と し て 残 す こ と は で き な い 。 ダ ル マガ レ イ 科 Bothidaeは 単 系 統 群で

あ る が 、 こ れ に 科 の ラ ン ク を 認 め る とヒ ラ メ 科 を 多 数 の 新 た な 科 に分

割 し な く て は な ら ず 、 分 類 学 的 な 混 乱 を 招 く 。 ゆ え に ク レ ー ド J全 体

に 科 の ラ ン ク を 与 え 、 新 た に ヒ ラ ヌ 科Bothidaeの 名 称 を 与 え る こ とが

妥当であると考えられた。クレードIおよびGにはそれぞれカレイ科

PleuronectidaeおよびScophthalmidaeの名を留めた。クレードEは7

科を含むので、クレードFおよびEに上科のランクを与え、それぞ

れカレイ上科Pleuronectoideaおよびウシノシ夕上科Soleoideaとし

た 。 ク レ ー ド C（ シナ ピ ラ ヌ Tephrinectes）お よびA（ コケビ ラメ 科） に

も そ れ ぞ れ上 科 の ラ ン ク を 与 え 、 シ ナ ピラ ヌ 上 科 Tephrinectoideaおよ

び コ ケ ピ ラメ 上 科 Citharoideaと し た 。以 上 よ り 、 次 の 新 た な カ レ イ目

の分類体系を提唱する。

    Order: Pleuronectiformesカレイ目  Family: Rhombosoleidae

    Suborder: Psettodoideiボウズガレイ亜目  Family: Achiropsettidae

    Family: Psettodidaeボウズガレイ科  Family: Samaridaeベ口ガレイ科

    Suborder: Pleuronectoideiカレイ亜目  Family: Achiridae

    Superfamily: Citharoideaコケビラメ上科  Family: Soleidaeササウシノシタ科

    Family: Citharidaeコケピラメ科  Family: Cynoglossidaeウシノシタ科

    Superfamily: Tephrinectoideaシナピラメ上科  Superfamily: Pleuronectoideaカレイ上科

    Family: Tephrinectidaeシ ナ ピ ラメ 科   Family: Scophthalmidae

    Superfamily: Soleoideaウシノシタ上科  Family: Pleuronectidaeカレイ科

    Family: Poecilopsettidaeカワラガレイ科  Family: Bothidae (sensu nova)ヒラメ科

  最後に、得られた分岐図上に稚魚形質および左右性の形質進化を

マッピングしたところ、これらの形質は本研究の結果とよく整合し、

稚魚期における背鰭鰭条の伸長はヒラヌ科の共有派生形質であるこ

と、カレイ上科内で右側眼はカレイ科の共有派生形質であることなど

が推定された。
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LepidoWepharon
Citharoidas macrotapis
C. macrolepidotus
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arachypleura
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P. herzensteini
Microstomus

* Paralichthyidae,★★ Bochidae (sensu Amaoka, 1969;

   Ahlstrom et al., 1 984; Hensley and Ahlstrom, 1984)
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Fig.1．カレイ亜目の分岐図（厳密合意樹）

    お よ び 上 科 、科 レ ベルの 分類。
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    学位論文題名

    ，Phylogenetic relationships of the

    paralichthyid flatfishes(Teleostei：

    Pleuronectiformes)and their positions

    within the suborder Pleuronectoidei

（ヒラメ科魚類の系統類縁関係およびカレイ亜目内における位置）

  ヒラメ科魚類(Paralichthyidae)はカレイ目に属し、おもに熱帯から温帯沿岸域
に広く分布する底棲魚類で、約16属85種が知られ、産業重要種も数多く含まれ

ている。本科魚類は体の左側に両眼があること、腹鰭基底長がともに短く、ほとん
ど左右相称であること、および肉間骨を持たないことなどで特徴づけられている。
しかしながら、これらの形質の評価は十分なされていないため、ヒラメ科の単系統
性は疑われている。また、本科魚類の系統的位置と属間関係も不明のままである。

  本研究はヒラメ科魚類の単系統性を検証すること、本科魚類の系統的位置を明ら
かにして属間関係を推定すること、および得られた系統関係と整合する分類体系を
提唱することを目的として行われた。本研究はカレイ目魚類51種の骨格系、筋肉
系などを比較観察し、得られた142形質に基づき、分岐分類学的手法によって系
統解析を行い、カレイ亜目魚類の厳密合意樹（分岐図）を構築した。極性はカレイ

亜目を内群、ポウズガレイ亜目を外群として決定された。結果を要約すると次の通
りである。
  1.単系統性について：従来のヒラメ科Paralichthyidaeは単系統群ではなく、
ダルマガレイ科と合わせることにより、単系統群のヒラメ群（クレードJ）を形成
する。本群は鰓弓の内側に鰓耙を持たないことなどの3形質で支持される。
  2．ヒラメ群のカレイ亜目内での系統関係について：本群はカレイ科魚類と姉妹
群関係にあり、両者は無眼側の鼻骨が小さいことなどの7形質を共有するクレード
Hを形成する。クレードHは第1と第2および第3と第4下尾骨がそれそれ癒合す
るなど8形質を共有することでScophthalmidaeと姉妹群関係を築き、クレード



Fを形成する。本クレードは第1神経弓門が不完全であるなど13形質で支持され
るウシノシタ科などの7科（クレードE)と姉妹群関係を結び、クレードDを構

成する。クレードDは背鰭と瞥鰭にstayを持たないなどの16形質で支持され、
シナビラメと共にクレードBを形成する。クレードBは腹鰭に棘が無いなどの13
形質を共有し、コケピラメ科（クレードA)と共にカレイ亜目を構成する。
  3.ヒラメ群（クレードJ）内の属間の関係について：本群内にJl (Paralichthys

属），J2(Ancy畑sefぬ属），J3（勵sむeUr．膠属十玖珊cu口d…属）およびJ4（その
他の属）の4本の主要なクレードが見られたが、これらの関係は特定できなかった。
J4内ではさらに分岐が生じ、a曲adぬ曲卩，属は目む叩Us属と、のdめsefぬ属
はめ偲du皿属とそれぞれ姉妹関係を有し、両者はクレードQを形成する。クレー
ドQの姉妹群はダルマガレイ類（従来のダルマガレイ科）のクレードTで、両者は
クレードPを形成する。クレードPの姉妹群はガンゾウビラメ属とアラメガレイ属
からなるクレードOである。両者をまとめるクレードNは胃Z即昭わ鯔t口a属のみ
からなるクレードMと姉妹群である。クレードNとMはクレードLを形成する。
クレードLは己めど′DssZなa属からなるクレードKと姉妹関係を有し、クレードJ4
で支持される。
  4．分類体系について：従来のヒラメ科は側系統群であることが判明したので、
これを科として残すことは不可能である。従来のダルマガレイ科を取り込んだクレ
ードJにヒラメ科のランクを与えることが、もっとも妥当である。クレードIおよ
びクレードGにはそれぞれカレイ科およびScophthalmidae科を置き、これら3
科をまとめるクレードFに対し、カレイ上科P1euronectoideaを新設した。一方、
クレードEにカワラガレイ科、Rhombos01eidae科、テナシビラメ科、ツキノワ
ガレイ科、Achiridae、ササウシノシ夕科およびウシノシ夕科の7科を含ませ、そ
れらをまとめてウシノシタ上科Soleoideaとした。さらにクレードCにシナビラ
メ上科Tephrinectoidea、クレードAにコケピラメ上科Citharoideaを新設した。
っまりカレイ亜目を4新上科にまとめ、それらに12科を配置する新分類体系を確
立した。
  5．得られた分岐図の整合性について：稚魚形質および眼の位置の左右性の形質
進化から検討した結果、稚魚期の背鰭鰭条の伸長はヒラメ科の共有派生形質である
こと、カレイ上科では右側眼がカレイ科の共有派生形質であることが推定され、本
研究結果とよく整合した。
  以上により申請者の研究成果は魚類の系統分類学および水産学の分野において
大きく貢献したものと高く評価され、審査員一同は、本研究の申請者が博士（水産
学）の学位を授与される十分な資格を有すると判定した。


